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研究成果の概要（和文）：本研究は，発達障害児・者の認知特性をクリエイティビティの強みととらえ，この評
価と促進を意図した支援構築へのアプローチとして，指導者と発達障害児との相互活動を通して彼らの相互のク
リエイティビティを高め，ポテンシャルを最大限引き出しうる評価の方法と，評価に基づく支援の方法を検討す
るものであった。本研究における中核であるクリエイティビティ（認知的クリエイティビティ）の評価，および
評価と促進に係る支援パッケージの実施プロトコルについては論文化し大枠の提案に至った｡小児を対象とした
検討についてはその基礎的な認知促進に関する成果発表に至ることができた。

研究成果の概要（英文）：This study considered the cognitive characteristics of children and persons 
with developmental disabilities as strengths in creativity, and as an approach to building support 
intended to evaluate and promote creativity, examined methods of evaluation and methods of support 
based on assessment that can enhance mutual creativity through mutual activities between instructors
 and children with developmental disabilities and maximize their potentials. The study examined 
methods of assessment and support based on assessment that could maximize their potential and 
enhance their mutual creativity through mutual activities between instructors and children.
The core of this study, the assessment of creativity (cognitive creativity) and the protocol for 
implementing a support package for assessment and promotion have been published and a general 
framework has been proposed, and the study of children has resulted in the publication of results 
regarding the basic cognitive funcion.

研究分野： 特別支援教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
主要な検討内容である発達障害児のクリエイティビティの評価，および評価と促進に係る支援パッケージの実施
プロトコルについては，検討課題すべてを明らかにはできなかったが，一過性のプロセスにおけるクリエイティ
ビティの評価可能性を示した点は意義があるものと考える｡生体反応計測のプロトコルと実際の支援場面での行
動反応計測のプロトコルの確立にも至ることはできていないものの。クリエイティビティ評価パッケージについ
ても検討を続けており，クリエイティビティに関連する諸要素のうち心理教育的アセスメントと認知教育的支援
アプローチと併せて行う流れについて提案できるものと考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 
発達障害児・者の多くが，持っている能力（ポテンシャル）を十分活かしきれなかったり，発

揮できていることに気づかないまま自己評価や他者評価が下がったりしがちな中で，本質的に
は高いポテンシャルを持ちながら，適切な評価が得られにくい事態があると指摘できる。 
一方，これまでの発達障害児・者への支援は，基本的に支援者からなされ，支援を受ける発達

障害児・者がどう変容したかを中心に検討されてきた｡成人期の発達障害への注目と，発達障害
の特性における強い面の把握とこれを活用した困難の軽減の観点から，発達障害があり支援ニ
ーズがある成人自身が，同じように発達障害のある子どもの支援にかかわりながら自らの特性
への気づき，特性を生かした問題解決に向かうことを志向した研究は見当たらなかった。また，
認知や情動の評価と支援については，子どもを対象とするものが多くないことに加え，小児の発
達障害や高次脳機能障害を対象としたものは少なかった｡その中で，評価対象は子どもの課題成
績の高低とするものが見られがちであるが，成績の高低はポテンシャル発揮の不均一性の影響
が大きいと考えられ，発達障害を含めた子どもの認知や情動に関連する能力をどう評価するか，
どう支援につなげるかについては，世界的に議論が続いている状況であった｡ 
対象とする子どもや学生本人の特性把握にとどまらず，発達障害のある学生が支援者として，

子どもへの支援的な関わりの中で生じる変化を生体反応計測等の多面的な評価から検討しよう
とする点は独創的な点と考える。本研究から予想される結果として，実際に研究協力を得られる
発達障害児者への指導，援助とその効果の評価の有効性に関する知見を得るにとどまらず，広く
教育現場や支援現場への適用を示唆できるものと考えられる。以上の検討を通して発達障害の
ある成人が発達障害児の支援者として自らの強みに気づき，より良い適応につなげる方向性を
示すことは，発達障害児・者への理解，支援の社会的影響も大きいことが期待できると考えられ
た。 

 
 

２．研究の目的 
本研究は自閉スペクトラム症（ASD）や注意欠如多動症（ADHD）といった，発達障害児・者

の認知特性評価とこれに基づく支援構築へのアプローチとして，問題解決場面を媒介とした相
互活動を通して彼らの認知特性における強みを活かし，ポテンシャルを最大限引き出しうる評
価の方法と，評価に基づく支援の方法を検討するものである｡ 
具体的には，問題解決場面の行動と生体反応計測を通した客観的評価の提案とともに，評価に

基づく支援としての指導者としての発達障害のある学生と支援を受ける側としての発達障害の
ある子どもとの相互作用を通した問題解決の支援方法を検討することを目的とした｡ 
この目的を達成するため，以下の 3 点を検討課題とした｡ 
（１）問題解決課題パッケージの検討 
（２）問題解決課題の相互作用場面への適用に関する検討 
（３）問題解決場面の相互作用を通した発達障害児者相互のポテンシャル評価の確立 
 
 

３．研究の方法 
上記検討課題について，下図の流れに沿って以下の方法で実施を想定した｡ 
（１）問題解決課題パッケージの検討：プランニングや実行機能といった前頭葉機能の評価課

題とされる複数の課題を設定し，課題遂行成績と課題遂行時の生体反応計測，解析を通して，課
題内容と分析内容を含めた課題パッケージとしての妥当性を検証する。課題設定は研究代表者
（岡崎）が中心となり，各研究協力者と協議しながら行う｡デジタル課題については研究協力者
（大柳）に作成依頼する｡ 
（２）問題解決課題の相互作用場面への適用に関する検討：設定した課題パッケージについて

定型発達児者を対象とした予備的検討を経て，発達障害児者を対象に実施し，相互作業場面とし
て分析すべき内容の精査を行う｡フィールドは障害学生支援体制が整っている大学として筑波大
学（研究代表者の岡崎）ならびに京都大学（研究協力者の奥畑）を主とする｡発達障害児との相
互作用場面については，上記障害学生支援体制とともに教育相談で発達障害児が来談する筑波
大学（研究代表者の岡崎）を主としたフィールドとして検討する｡分析内容の精査については，
生体反応計測と分析を研究代表者の岡崎と研究協力者の奥畑，相互作用場面の言語活動の分析
を研究協力者の井上を中心として検討する｡ 
（３）問題解決場面の相互作用を通した発達障害児者相互のポテンシャル評価の確立：上記（２）

で設定したフィールドを中心に教育相談に来談する発達障害の診断のある子どもと，指導学生



との相互作用の媒介として選定された課題パッケージを使用した相互作用場面を複数回設定し，
児者それぞれの問題解決にかかる評価指標の変化を検証する｡ 
しかしながら，新型コロナウィルス感染症拡大下においては対面での実験実施そのものが困難

な状況が研究期間を通して続き，全体として協力者が少ないままとなった。とりわけ小児を対象
とした研究は協力者数を増やすことがきわめて困難であった。 

 
 
４．研究成果 
上記の通り，新型コロナウィルス感染症拡大防止対策等により計画している実験実施がたびた

び延期中断を行わざるを得なかった。その中でも，研究分担者，研究協力者との定期的なネット
ミーティングを行い，研究継続に係る諸事項の検討と報告，学会発表や投稿に係る検討を行って
きた｡その成果として，研究採択前から準備を行っていた本研究課題に関連する基礎的研究に関
する研究論文の採択，国際学会を含む複数の学会発表を成果とすることができた｡これらの準備，
発表に対する意見等をふまえることで，年度途中の段階で本研究の中核であるクリエイティビ
ティ（認知的クリエイティビティ）の評価，および評価と促進に係る支援パッケージの実施プロ
トコルについては方針が固まった。そのため定型発達成人を対象とした問題解決課題遂行時の
認知的クリエイティビティのプロセス検討および相互活動の検討は一定程度の例数を集めるこ
とが可能となった｡このことにより，生体反応計測のプロトコルと実際の支援場面での行動反応
計測のプロトコルについて双方の利点と制約を踏まえ別に実施し，双方の知見蓄積をもって統
合した実施プロトコルとする方針に沿った研究実施は一定程度できたものと考える｡ 
しかしながら，小児を対象とした検討の延期中断による研究遅延の影響は大きく，研究期間も

延長したものの，事例的検討を報告するにとどまった。 
第 1 段階である定型発達成人を対象とした問題解決課題遂行時の認知的クリエイティビティ

のプロセス検討および相互活動の検討は一定程度の知見蓄積に至ったものの，小児を対象とし
た実験実施および主要な計画である小児および小児と成人との相互活動については検討の延期
中断による研究遅延の影響は否めないながらも，成果として，本研究課題の背景に関する文献的
検討を行った研究論文の採択，本研究で検討している認知的クリエイティビティに関連した心
理機能の検討を行った研究論文の採択，および国際学会を含む複数の学会発表を成果とするこ
とができた｡ 
本研究における中核であるクリエイティビティ（認知的クリエイティビティ）の評価，および

評価と促進に係る支援パッケージの実施プロトコルについては，研究分担者に作成依頼した実
施課題の枠，定型発達成人を対象とした問題解決課題遂行時の認知的クリエイティビティのプ
ロセス検討については論文化し，期間内の採択は間に合わなかった。相互活動の検討および言語
プロトコルの検討についても一定程度の例数を集められるに至っており，それらは上記複数の
学会発表に反映された 

 
概要に記載した通り，新型コロナウィルス感染症拡大防止対策等の影響により，特に小児を対

象とした相互作用に関する研究は大きく当初予定から遅延し，小児を対象とした検討について
は当初予定を変更せざるをえなかった。一方，主に定型発達成人を対象とした基礎的な検討，お
よび認知的クリエイティビティに関連する心理機能及び発達障害との関連についての検討は継
続し，その一部は成果物に至った。 
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